
picture№5 Narrationcaption

picture№7 Narrationcaption

映像：
読売新聞を背景に
テロップ

北海道大学医学部の
梶井医師
サリドマイド被害症例を
報告した記事

1962年8月の
読売新聞朝刊画像
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映像：
ドイツ新聞を背景に
レンツ医師の写真
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『一般に広く使われているある薬剤を
妊娠中の女性が服用した場合、
生まれてくる子供に重大な奇形を生じる
可能性がある』
と警告する小児科医レンツ博士
の報告が掲載されました。

レンツ博士は、
その薬剤とはサリドマイドであり、
製造元の製薬会社は早急にサリドマイドを
市場から回収すべきであると強く
主張しました。

この警告の後、ヨーロッパ各国では
サリドマイドの回収が決定されました。

日本では、北海道大学医学部の梶井医師による
サリドマイド被害症例の報告が昭和37年8月の
読売新聞記事に掲載され、サリドマイドの危険性が
広く世間に知れ渡りました。

映像：
ドイツ新聞を背景に
日本語テロップ

北海道大学医学部
梶井医師が
サリドマイド被害症例を報告

１９６２年（昭和37年）8月
読売新聞

その後、
日本でもサリドマイドを
含有する医薬品の販売停止と回収が
発表されました。

映像：
朝日新聞を背景に
テロップ

サリドマイドを含有する
医薬品の販売停止と
回収を報じる記事

1962年9月14日の
朝日新聞朝刊画像

サリドマイドを含有する
医薬品の販売停止および回収

１９６２年（昭和３７年）９月
朝日新聞

レンツ博士の抱いた深刻な懸念
「一般に広く使われているある
薬剤を妊娠中の女性が服用した
場合、生まれてくる女性に重大な
奇形を生じる可能性がある。」

レンツ博士
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映像：
ブラジルの地図（白黒）
↓
テロップ
↓
被害児出生報告論文
の図表示（テロップ）
Teratology 54:273-277
(1996)
↓
地球儀
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映像：
テロップ（黒バック）
↓
ブラジルの地図
↓
テロップ
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映像：
診察室にて医師から説
明を受ける
外国人（ブラジル人）患
者の映像

秒

秒

秒

秒

サリドマイドの製造販売が中止された
わずか数年後、ブラジルでは、
ハンセン病の症状を和らげる薬として、
再びサリドマイドの使用が認められました。

このため、ブラジル政府は

サリドマイドの使用条件として、厳格な管理の下で、
患者を登録し、許可された医師のみが
使用できることとしました。

サリドマイドは、
腕や脚だけではなく耳や心臓などにも重大な
奇形を引き起こしました。
日本では309人の被害児が産まれています。
その当時のある統計によると、
海外においても、ドイツ3049人、イギリス
201人、さらに南米のブラジルでは99人の被害児
が産まれたと言われています。
死産を含めると世界の被害者総数はおよそ
5850症例と推定されています。

しかし当時のブラジルでは、患者やその家族、
医師までもが、サリドマイドの危険性を十分に
認識していませんでした。
医師の処方箋が無くても薬局で自由に購入
できたため、確認されているだけで122人の
被害児が誕生しました。

サリドマイドを使用する全ての人達への
安全教育が行き届いていなかったこと、
患者自身によるサリドマイドの管理が
ずさんであったために、悲しい被害が
繰り返されたのです。

映像：

被害児写真①

提供「田村茂」

↓

柏森良二「サリドマイド
物語」を引用し、各国
の被害者数をグラフで
提示
（日本、ドイツ、イギリス、

ブラジルはナレーションととも
に強調効果）

サリドマイドの製造販売が中止された
わずか数年後、・・・

↓

ブラジルでは、
ハンセン病の症状を和らげる薬として、
再びサリドマイドの使用が認められました。

患者やその家族、医師までもが、
サリドマイドの危険性を十分に
認識していませんでした。
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映像：
男性から女性が
サリドマイドをもらうイラスト
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この３例は、
サリドマイド治療を受けている夫から
譲り受けたサリドマイドを、
妊娠に気づかぬまま服用したこと。

サリドマイド治療を受けている
母親から譲り受けたサリドマイドを、
妊娠中に服用したこと。

サリドマイドを服用中の患者本人が
妊娠してしまったことによって
引き起こされたものでした。

これによって被害者の数は減ったものの、
その後も
被害がなくなることはありませんでした。

２００７年の調査報告では、
３例の新たなサリドマイド被害児の
誕生が報告されました。

映像：
ブラジルの地図を
背景に英語論文表紙
↓
日本語テロップ

映像：
母親から女性が
サリドマイドをもらうイラスト

映像：
女性が服用している
イラスト

2007年(平成19年)

サリドマイドを服用中の患者本人が妊娠

治療中の夫から譲り受けた
サリドマイドを妊娠に気づかぬまま服用

治療中の母親から譲り受けた
サリドマイドを妊娠中に服用
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映像：

被害児の写真②
（提供「田村茂」）
↓
写真バックに
テロップ
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サリドマイドは、
例えそれが一カプセルであった
としても、妊娠している女性が服用すると
胎児に重い障害をもたらす可能性があります。

胎児への影響は、
まだ妊娠に気づいていない妊娠初期
が最も危険です。

したがって、妊娠する可能性のある女性は、
妊娠していないことを確認した後で
なければサリドマイドを決して服用しては
いけません。

女性だけではありません。

男性も注意が必要です。
それは、サリドマイドを服用した
男性の精子・精液中にもサリドマイドが
含まれている可能性があるからです。

ブラジルで起こった事例は、サリドマイド被害が
遠い過去のものではなく、今も身近に起こってい
ることを示して
います。

また、患者、家族にサリドマイドの安全教育と家
庭での保管や管理が徹底されていたなら被害を
防げた事例でもあるのです。

映像：
シーン１４．１５．１６の
イラストを３分割で
もう一度見せる。

妊娠している女性が服用すると
胎児に重い障害をもたらす可能性が
あります。

胎児への影響は、
まだ妊娠に気づいていない妊娠初期が
最も危険です。
↓

妊娠する可能性のある女性は、
妊娠していないことを確認した後で
なければサリドマイドを決して服用しては
いけません。

女性だけではありません。

男性も注意が必要です。
それは、サリドマイドを服用した
男性の精子・精液中にもサリドマイド
が
含まれている可能性があるからです。

映像：

被害児の写真②
↓
写真バックに
テロップ

映像：

被害児の写真②
↓
写真バックに
テロップ



picture№21 Narrationcaption

picture№23 Narrationcaption

映像：
TERMSデータセンター
内の映像
↓
センター入室シーン
↓
タイトルテロップ
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映像：

白バックにテロップ

picture№24 Narrationcaption

映像：
タイトルテロップ（英字）
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考えてみてください。

もし、サリドマイドを服用した患者さんが
妊娠していたら、または服用した患者さんの
パートナーの方が妊娠していたら。

サリドマイドを適切に保管していなかった
ために、もし、患者さん以外のご家族の方が
誤ってサリドマイドを服用してしまったら。

お腹の中の子供に被害を
及ぼさないために、
サリドマイドを使用する方々は、
サリドマイドの危険性を正しく理解し、
安全に使用する必要があります。

サリドマイドを製造・販売する藤本製薬は、
サリドマイド被害が繰り返されることの
ないように、「サリドマイドの教育と
安全使用に関する管理システム」、

TERMS

略して
タームスというシステムを作りました。

もし、サリドマイドを服用した患者さんが
妊娠していたら・・・、
または服用した患者さんのパートナーの方
が妊娠していたら・・・。
↓

サリドマイドを適切に保管していなかった
ために、もし、患者さん以外のご家族の方
が誤ってサリドマイドを服用してしまった
ら・・・。

映像：

被害児の写真③
（提供「田村茂」）
↓
写真バックに
テロップ

お腹の中の子どもに被害を
及ぼさないために、
サリドマイドを使用する方々は、
サリドマイドの危険性を正しく理解し、
安全に使用する必要があります。

サリドマイドの教育と
安全使用に関する管理システム
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映像：
タイトルテロップ

音楽：

ジングル
テロップが出ると同時に
短い音楽
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映像：
医師から説明を受ける
患者さん（50-60歳代）
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このシステムでは、
サリドマイド治療に関わる全ての方々に
サリドマイドの危険性と危険性を回避する
方法を知っていただき、

映像：
医師・薬剤師・看護師
が
MRにサリドマイドの危険
性に関する説明を受けて
いるシーン
（パワーポイントを映し出
して説明している）

テロップ

サリドマイドの危険性に関する説明を
受ける医師・薬剤師・看護士

理解された方のみを登録します。

登録された方のみがサリドマイドを
使用または服用することができます。

サリドマイドの危険性を回避するために
重要なことはサリドマイドの保管と管理、
そして妊娠の回避を徹底することです。

まずは サリドマイドの保管と管理方法について
確認しましょう。

サリドマイドの危険性回避のため：

サリドマイドの

保管と管理

妊娠回避
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家庭では、ご家族の方が誤って服用する
ことのないようにしてください。
他のお薬、食料品とは
区別し、子供の手の届かない場所に保管
してください。

病院では、他のお薬と区別し
鍵のかかる場所に保管し、
また、専用の出納帳に記入し、
数量の管理を厳格にしてください。

サリドマイドの
病院・薬局での保管と管理

映像：

病院の薬局映像。
待合から見る薬局
の一般的映像。

映像：
薬剤師がサリドマイドを
薬局内の専用の金庫から
サリドマイドを
取り出している。
↓
専用の帳簿に記載する。

サリドマイドの
家庭内での保管と管理

映像：
家庭内の映像

映像：

薬箱を食器棚に保管。
他の薬と保管してある
薬箱。→いずれも×

↓
寝室内のタンスに保管。
→○

50-60歳代の患者
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映像：
医師と女性

診察室にて医師より説明
を受ける女性患者
（30-40歳代）
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映像：テロップ

ジングル
（Ｎｏ２７と同じ音）
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映像：
薬局内の個室で
残ったカプセルシートを
患者が（50-60歳代）、
薬剤師に
返却しているシーン

次に、サリドマイドの危険性を回避するために
重要なことは、男女ともに妊娠の回避を徹底
することです。

妊娠する可能性のある女性患者さんは、
毎回処方時に
必ず妊娠検査を受ける必要があります。

妊娠していないことを確認した後でなければ
サリドマイドによる治療を受ける
ことができません。

お薬を受け取った患者さん以外の方が誤って
服用することのないように、必要のなくなった
サリドマイドは家庭で保管せず
また ご自身で廃棄することなく

必ずお薬を受け取った病院の薬剤師に戻して
下さい。

サリドマイドの危険性回避のため：

サリドマイドの

保管と管理

妊娠回避

映像：
50-60歳代患者が薬
を飲む。
↓
カプセルシートを
手から手へ渡す
手元のみ

シーンに赤い×

サリドマイドは患者さんご自身のものです。

お薬を処方された患者さん以外の方に
サリドマイドを譲渡しないでください。


